



























































































































































３- １- １　アンケート調査１（４段階評価） 


















非常に同意する 同意する 同意しない 全く同意しない
図４ ジグソー法に対する学生の意識調査
回収率86％学生数（名）
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対する意識調査で得られた結果（図４）をクラスター分析した結果、A ～ D の４つのクラスタ
ーに分かれた（図10A）。クラスター A ～ D に属する学生のジグソー法に対する評価の平均値を
各項目で算出し、クラスター間で比較した結果、すべての質問項目においてクラスター D の平
均値が最も高く、B の平均値が最も低いことがわかった（図10B）。
　次にクラスター A ～ D の学生が反転授業をどのように評価しているのかを調べた結果を図11
に示す。最も反転授業に対して評価の高かったクラスターⅡに属する学生は、クラスター A に
最も多いことが分かった。一方、最も反転授業に対して評価の低かったクラスターⅠに属する学
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３- ３- ２- ２　定期試験結果
　意識調査結果から２つの仮説、①クラスター A とクラスター B に属する学生は、反転授業が
ジグソー法を用いた協調学習に効果的に働き、定期試験結果の平均点もクラスター C や D と比
べて高い、②クラスター D に属する学生は、ジグソー法に対して最も高い評価をしたが、反転
授業に対しての評価はクラスター C と同様低いことから、定期試験の平均点もまたクラスター
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